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排水アジャスター部の組み立て

●床がタイルやコンクリートの場合、市販のPYプラグを使用してください。

①固定用部材の上に接着ブロックを乗せます。
②ソケットの形状に合わせて便器を置きます。
③ソケットと便器本体を平座金を介して六角ボルトで締め付けます。
④便器を平座金を介して便器固定用ねじで床に固定します。

本体カバー部に便座をあてないでください。
※スキ間5mm確保してください。

※付属の乾電池は動作確認用です。

●リモコンの取付位置によって受信できない場合が
　ありますので、取付前にリモコンの想定位置から
　電波受信を確認してください。
●洗浄リモコン固定用ねじ（4×30）で壁に取り付け
　てください。

●水量選択ランプが点灯しない場合は水量選択スイッチを強めに押してください。
※誤操作防止のため容易にスイッチが入らないようになっています。

1.止水栓をマイナスドライバーで左に回して開き、通水をはじめます。
2.プラグをコンセントに入れ通電します。
3.洗浄ボタンを操作して数回洗浄し、各接続部に漏水が無いことを確認してくだ
　さい。
●便器鉢内に長さ約760mmのトイレットペーパーを丸めたものを7個入れ、
　1回の洗浄ですべて排出することを確認してください。

サイドカバークリップでサイドカバーを取り付けます。
※左右取り付けてください。

サイドカバークリップ（短）

サイドカバークリップ（長）

ストレーナー部
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便器の取付け5 止水栓への接続6

便座の取付け7

リモコンの取付け10

確認と点検9

サイドカバーの取付け8

② 固定用部材
　 木ねじ
　 （φ5.8×40）

固定用部材

ナット

平座金（大）

※温水洗浄便座に同梱

ストレーナー

注　意
●新設またはトイレをリフォームされた際配管内のゴミ及び空気を充分に
出してから、給水ホースに接続願います。
●配管内に空気が残っていた場合は、最初の洗浄時にフラッシングが発生
し、便器外へ水が飛び散る可能性があります。

ジャニス工業株式会社
本社  〒479-8577 愛知県常滑市唐崎町2丁目88番地  ☎〈0569〉35-3151

サイドカバーなしでは動かない場合があります。
（内部の光センサーが誤作動する可能性があります）

給水ホース部

止水栓
接続部

排水部

貼付けが内側すぎると、ガスケットが配管内に入り込み
洗浄不良の原因となります。

●便座を取り付ける場合は、それぞれの施工説明書
に従って取付けしてください。
●便座が横にずれた状態で取付けないでください。
※温水洗浄便座の場合、着座スイッチが利きにくく
なることがあります。
●便座を前に引き出して清掃するタイプの場合、引
き出す時の余裕をみて施工してください。
●便座のアース電源コードは、右図の通り本体カバ
ーの下へまとめることができます。

①

③
④
六角ボルト（M8×30）

便器固定用ねじ（φ5.8×63）
平座金（外径φ16）

接着ブロック

忘れずに
取り付けて
ください

●水の出が悪い場合ストレー
　ナーを掃除してください。

■標準モード（水量選択ランプ消灯）

●出荷時は標準モードにしています。
●一部の都市では使用条件が決められているところもあ
りますので、下水局等の指示に従い、増量の必要が
ある場合は、増モードにしてご使用ください。

→大洗浄時約4.5リットル（小は約4リットル）の洗浄水が流れます。

■増モード（水量選択ランプ点灯）
→大洗浄時約8リットル（小は約5リットル）の洗浄水が流れます。

洗浄水量の調整方法

ワンポイント

①フランジ部の差し込みとアジャスター部の差込みしろ（35mm）に塩ビ用接着剤を均一に十分塗布する。

排水アジャスター部・フランジ部固定用部材の固定4
①壁と便器中心線のけがき線に型紙1を合わせ、ソケット取付穴と固定用部材取付穴の位置決め、下穴を開けます。
　※位置決め後、施工型紙を必ず取り除いてください。
②固定用部材を床に固定します。
③既設の床フランジにＴボルトを取付けます。
④アジャスター部をなべタッピンねじで、床に固定します。
⑤フランジ部を平座金（大）を介した六角ナットで床に固定
　します。
●床がタイルやコンクリートの場合、市販のPYプラグを
　使用してください。

③ガスケットをフランジ部裏側にセットしてください。
　（必ず、ガスケットが2本のライン間（　   部）におさまるように押し広げながら、貼付けてください。）

②アジャスター部を最後まで、きちんと差込む。

フランジ部が、床から浮
かないよう、上からナッ
トですき間なく締めつけ
てください。

フランジ部

すき間なく

既設の床フランジ

フランジ部

フランジ部

フランジ部

ライン

Ｔボルト③

六角ナット⑤
なべタッピン
ねじ（φ5×35）

④

パッキン

パッキン

アジャスター部

アジャスター部

型紙1

35mm

35mm

ガスケット

ガスケット
貼付け部分

平座金

止水栓取付け向きは下図の通りです。
壁給水の場合 床給水の場合

延長ホースを使用しない場合

※パッキンの上下の向きを確認する重要
パッキンの上下の向きを
間違えると水漏れの原因
となります。

パッキン断面図

壁給水の場合 床給水の場合

※パッキン

※パッキン
パッキン

パッキン

シール材

シール材

止水栓

止水栓

※分岐金具

※分岐金具

フレキホース

フレキホース
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